
入圃躍離

教育長  工 藤 達 朗

最近の青少年の気質として、一般的に好ましい点としては、「性格は素直で、

非行問題も減少傾向にあり、学校も相対的に落ち着いている」、「!情報化社会に直ぐ対応し、幅広い

矢B識を持つている」、「体格もよく、服装等も清潔である」、「挨拶などの基本的生活習慣が、比較的

勇に付しヽており、日に見えるような悪さをしない」、「多分野において個性を発揮して活躍している」、

「女性が仲冨広しヽ分野で活躍している」等が挙げられている反面、課題も指摘されています。

特に心配されることとして 「コミュニケーション能力の不足」が挙げられます。「自分が話した言

葉が、相手をどの様に傷つけるか者えられす (あるしヽは者えす)、イジメに繋がる」、「自劣の言動が、

どの様な結果をもたらすか予演」せす (あるいは予測できす)、楽」那的な言動を取つてしまうJ、「人と

人との関わり合いをメールやスマホに頼りがちである」等により、人間関係作りが苦手となつてい

る様な気がします。

また、少子イしが進む中で、異年齢による能動的な体験が不足しており、テレビやゲーム等の受動

的活動が多いためか、不都合なことがあると、第三者に相談することができす、悩んでしまう。更

に、経済的に比較的恵まれ、物質的に豊かであるためか、日常生活の中で不便があると、創意工夫

もせすに、直ぐ物を買つてしまう。

学校では、これらの課題を解決するために体験活動を通して、人間関係作りや粘り強く耐える力、

創意工夫をし、課題を解決する力を身に付けさせる等の、様衆な取り組みをしていますが、十劣な

時間がこれなしヽジレンマを抱えています。

そのため、地域や家庭との連携を密にして、それぞれの役書」の中で、知育、徳育、体育を身に付

ける機会を増やす財要があると思つています。

青少年を取り巻く生活環境は、身近なところに店舗があり物が溢れ、交通や通信手段が一層便利

になつてきます。「便利になればなる程、人間関係は希薄になり、不便になる程、人と人との距離は

近づいてくる」ような気がしてなりません。今更ヨ|き返すことの出来ない時代、どのような人間距

離を取つたらよいのか、難しい問題です。



平成 27髄 間∪堵離鋼蔚  中 の猶動

沼津市青少年教育センターは、平成27年 度も31き続き、青少年健全育成のための次のような活

動を実施していきますのでよろしくお願いいたします。

1 方 針

青少年をめぐる諸問題に対処するため、家庭をはじめとして地域 ・学校 ・警察他関係機関と

の連携の下に、補導 ・教育相談 ・研修活動を通じて、青少年の健全育成に努めます。

2 活 動内容

(1)補導

補導活動

青少年非行に対処するため、中央補導と地区補導活動の充実を図

るとともに、夏まつり・県内一斉等の特別補導を行い、また商業店

舗補導連絡会を開催するなど青少年非行の末然防止に努めます。

環境浄イヒ活動

高校生参加による落書き消しを行い、意識啓発を強化するとともに、「青少年を取り巻

く社会環境の実態調査」を行い、地域ぐるみの有害環境浄イし活動を推進します。

広報 ・啓発活動

青少年教育センター 「たより」と年報である 「ねんりん」を編集 ・発行するとともに、

「青少年の非行 ・被書防止街頭キャンペーン」を実施します。

(2)教育相談

面接相談

不登校 。発達などに関する相談全般について、面接による相談に応じます。

電話相談 (やまびこ電話)

青少年に関する相談全般について、電話による相談に応じます。

体験活動 「はばたき」

青少年教育センターに通所する不登校児童生徒のための体験活動を実施します。

相談指導学級

青少年教育センターに通所する不登校児童生徒の内、沼津市教育委員会が認めた児童生

徒が通級します。

青少年健全育成地域相談員

各地域にいる相談員が、地域の青少年健全育成活動への援助と相談を行います。

(3)研1タ

教職員研修センターが主催する 「着手教員研修」のうちの相談指導学級における体験研修を

実施します。
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画鶴梱識
◎非行 ・不登校 ・発達 ・子育て ・進路 ・対人関係など

青少年に関する面接相談。

◎相談および申し込み受付け時間 :

午前 9時 ～年後 5時  月 ～金曜日 (祝祭日を除く)

◎相談申し込み :kと951-3440

平成 27年 1月 ・2月 ・3月 の状況

1・ 2・ 3月 には新たに申込みがあ つた 13件 (1月 3件 、 2月 5件 、 3月 5

件)を 含め、 53件 (延べ相談回数 332回 )の 相談に応 じま した。

1.相 談内容副新規相談件数

3.今 年度の新規相談受付状況

受付件数    61件  (前 年同期 57i!生 エ

行Ｌ
ト
ヨ
ヴ 不登校 発達・子育て 進路・適性 対人関係 その他 合  計

1月 0 3 0 O 0 0 3

2月 0 4 0 0 0 5

3月 0 4 0 0 0 5

2.相 談対象者副

幼 児 小学生 中学生 高校生 少年 一般成人 合  計

1月 0 2 0 0 0 3

2月 0 3 2 0 0 0 5

3月 O 2 3 0 0 O 5

相 談 内 容 別 相 談 対 象 者 別

高校生
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対  象 性剛 〕卜  ↑子 不登校 発達・子育て 進路・適性 対人関係 その他 計

幼  児
男 0

女 0

小学生
男 6 4 1 0

女 3 3 6

中学生
男 2 8 2 1 2

女 1 8 2 0

高校生
男

女 0

少  年
男 2 2

女 0

一般成人
男 2 2

女 0

言十
男 2 1 5 6 0 4 0 2 7

女 0 21 4 0 0 2 6

男女含計 2 3 6 1 0 0 5 0 5 3

4.1・ 2・ 3月 に応 じた相談件数 (新規相談十継続相談)

5.1・ 2・ 3月 の相談回数 (53件 の相談に要 した延べ回数)

月 性剛 面  接 訪 間 その他 合 計

1と 2・ 3月

男 123 1 0 1 6 149

女 154 1 8 183

計 277 2 8 2 7 332

相談指導学級 悶ぬ曲 93&d酸 く野 1学 級担当 eee鋼 鋼 Pge e

平成26年 度は、14名 (内2名 は途中学校復l13)の小中学生が通級しました。自ら課題を持ち込ん

での自主的学習、読書、手芸、絵画制作やパズルなど多彩な創作活動、ゲームなどを通じたコミュニケ

ーションカをつけるための活動、週1回実施のスポーツ活動等短、個人差はあるものの積極的に取り組

みました。また、月2回 程度設定した体験活動はばたきにも意欲的に参加し、日常の活動とは異なつた

実際の体験を通して集団の一員としての自覚を持つようになり、確かな成長を感じました。その他、学

校へ行って定期テストを受けられた中学生がいたこと、自劣の判断で始業式や終業式 ・修了式に参加で

きた生徒がしヽたこと、学校の相談窒まで行けた生徒がしヽたこと等々成長が見られました。そして、中学

3年 生6名 全員及び4月 初めに学校復帰した2名 の進学先が決定し、それを見た下級生が 「自分も目標

をしつかり持って頑張りたしヽ」と意欲が出てきたことは、小集団の良しヽ機能が作用したように思います。

学級での様短な経験が、自信やエネルギーとなつて、様短な学びに目を向けられるようになったことは、

本事業にとって意義ある1年間であつたと実感してしヽます。

本年度も保護者 ・学校の先生力と連携し、通級する児童 ・生徒の成長を願つて支援にあたります。関

係する皆様方のご協力をよろしくお願しヽしヽたします。
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電話梱識

1月 には 1

た。 (前年 1

1 .  1 ・ 2 ・

100

2.今 年度の電話相談受信件数状況 (平成26年 度)

総件数   2,173件 (前年同期 2,257件 )

(1)相 談内容別

平 成 27年 H・ 2・ 3月 の 状 況

53件 、 2月 には 151件 、 3月 には 222件 の相談が雪せ られま

月 :159件 、前年 2月 :160件 、前年 3月 :197件 )

3月 の相談状況

相談内容則件数 相談対象者剛件数

手L幼児   , 0

J 学ヽ生      2

中学生     8

高校生     6

少年      0

大学専P3生   0

王般成人_ _  3 1 3

不明      1 9 7

400

◎非行 ・不登校 ・発達 ・進路 ・対人関係など青

少年に関する相談。

◎相談時間 :午前 10時 ～年後7時  月 ～金8理日

(祝祭日を除く)

◎愛称 :やまびこ電話 951-7330

非行     0

不登校    1 2

発達      2

性      9

進路 ・適性   3

対人関係   64

学校生活    7

無言     1 7 9

0      50      100     150     200     250

内容 非 行 不登校 発達 性 進路・適性 対人関係 学校生活 問台せほか 無 言

件 数 0 21 1 6 51 1 5 294 3 7 973 766

(2)相 談対象者剛

内容 乳幼児 小学生 中学生 高校生 少 年 大学専門生 一般成人 不 明

件 数 O 1 9 2 2 21 2 1 , 2 5 1 857
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卜欄響員―
―愛心

チ11煮tif             母 親補導委員  高 梨 久 美子

中央街頭補導では、多くの中学生、高校生を目にします。声を掛けると笑顔で応答してくれる姿

は、見てしヽてとても気持ちが良しヽものです。

私自身、小学生と中学生の子育て菓つ最中。年頃の子供は難しいと、子供達と過ごす毎日の中で

感じていますが、皆様はどうですか?幼 少期とは違い、家で一緒に過ごす時間より、学校や習い事、

反達と過ごしている時間が多く、また、未成年の携帯電話の普及により、子供達の様子が把握出来

なしヽのが現状です。

補導に出掛けると、子供達には魅力的な場所が多く、立ち寄ってしまう気持ちは充分に理解出来

ますが、大人の目が行き屋かなしヽ部分も多く存在しています。そのような場所において、目にした

事、聞いた事が事件や事故に繋がっていく可能性が多い事は否めません。

様々な出来事が起こりうる毎日の中で、補導員の方短や学校の先生方、地域の皆様にお力添えを

頂しヽて、子供達が大きな事件や事故に巻き込まれる事なく、元気に過ごせている事に、感謝の思い

は尽きません。

私も微力ではありますが、補導員という立場に携わらせて頂いてしヽる今、

皆様と協力して、子供達が安心して過ごせる、元気な笑顔冷れる毎日のお手

伝いが少しでも出来てしヽるのならば幸いです。

3 平 成26年 度 4月 からの補導活動累計

岱

　

Ｏ

1 少 年補導委員の延べ参加人数 (1月 ～3月 )

区別 市職員 教 員
地  区

補導委員

女  性

補導委員

母  親

補導委員
警察関係 総 数

人数

1月 7 13 272 4 0 307

2月 8 7 281 1 5 2 0 313

3月 7 7 273 9 5 O 301

2 補 導回数 ・補導状況 (1月 ～3月 )

補 導 回 数 声かけ

注意 ・指導

事 後 指 導

午前 午後 夜間 計 学校・親等へ連絡 他機関へ連絡

1月 4 9 30 43 45 O O

2月 7 8 33 48 72 0 0

3月 2 5 33 40 47 0 0

補 導 回 数
延ベ

参力B補導委員数

声かけ

注意 ・指導

事 後 指 導

学校 ・親等へ連絡 他機関へ連絡

505 3,955 851 O 0
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1月 ・2月 ・3月 の街頭補導少年の学職居J状況 (中央補導 ・地区別補導)

平成26年 度の補導活動へのご協力ありがとうござしヽました。昨年度の補導中の指導をみてみると、夏休
み、各休みのBき期に、Biviで の指導が集中する傾向がありました。今年度もその状況が継続する可能性
があります。引き続きのご協力をよろしくお願いいたします。

性

別

小
学
生

中
学
生

高
校
生

そ

の
他
学
生

有
職
少
年

無
贈
少
年

計

↓四
周̈
か
一ら
の
ｉ

≡
………！……
寮
一計
■
＝

行

為

種

局」

飲 )酉
男 0

女 0

喫 煙
男 0 一３

¨
女 0 i4!

夜 間 は い か い
男 一抑
女 一釣

不 良 一父 反
男 0

女 0

怠 学 ・ 怠 業
男 0

女 0

ゲームセンター入場
男 24 9 1 9 1 0 62

女 1 3 7 31

パ チ ン コ 店 入 場
男 0

女 0

カ ラ  オ  ケ  店 入揚
男 04 0

女 0 一〇

自 転 車 の 暴 走 行 為
男 ■7

女 0

自 転 車 の 二 人 乗 り
男 0 |!!101

女 0 ７

一

自 転 車 の 無 灯 火
男 2 3 !!!:舞

女 2 2 一８

¨

危 険 な 遊 ぴ
男 0 0

女 0 0

そ の 他
男 1 0 1 5 36 1228

女 5 2 20 27 ||■範

計
男 34 22 37 1 0 0 O 103 544

女 1 8 1 0 33 0 0 O 61 節

男 女
△
ロ 計 52 32 70 1 0 0 0 164

事

後

指

導

家庭 ・学校 ・職場へ連絡
男 0

女 0

他 機 閣 へ 連 絡
男 0

女 0

計
△
□ 0 0 0 0 0 0 0 ０

一
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入岡味験 づてし暗魁勧 9 酔逮 温
=歓 傑騎り に活き5例 励 ご名 大切=

現代社会は、「手軽さ」と 「安全性」を追い求め、実体験する機会を減少させました。ディズエー

ランドに代表されるテーマパークもしかりです。実際には体験することのできない世界にいざなっ

てくれます。子どもたちは、スリル満点のアトラクションに歓喜し、親たちは、安全を第一とする

数衆のアトラクションに 「わが子の存在」も忘れて、酔いしれます。

しかし、所詮は 「疑似体験」に過ぎません。十分楽しめても、それだけで終わつてしまいます。

次に活きてくる 「体験」ではありません。かつては、大自然を相手に、親子が触れ含つて楽しみま

した。公園や海辺で 「わが子」と戯れることが子どもにとっても、親にとっても、「家族が触れ合う

最高の場」でした。そして、次に活かせる 「体験の場」でもありました。

父親も、母親も、周囲に気を進い、安全を意識しながら、わが子を楽しませました。子どもたち

は、親の庇護の下で、楽しい時間を過ごすことで、親の視線の温かさを感じ取り、「ありがたみ」を

はぐくみ、相手を思いやる 「こころJを 学びました。公園では石ころに顕き、川辺では川苔に足を

取られ、海辺では潮水を飲み込み、自らも用bす ることを身に付けました。希薄になつたとしヽわれ

る親子関係は、こうした家族体暇の過ごし方にも一因があるように思います。

交通安全に関しても同様に感じます。横断歩道で安全を見守る 「旗振り」の皆さんの多くは、子

どもたちが近づくと、車を止めて子どもを安全に演らせます。子どもたちは無意識に 「車は止まっ

てくれるもの」と認識します。子どもの交通事故原因の多くは 「飛び出し」によるものです。「横断

歩道では、ますは立ち止まり、安全を確認すること」を教えることが大切ではないでしょうか。

―嚇 置溺電誇戻重(5月・6月・7月の主な活動予0

岬 る ll 子 ど も が 育 つ き 与

青少年健全育成都市宣言 (昭和55年 )

ああBよつで ひ ろガ巧舞の簿 勉材の簿

番少年を、優しく温かい心で包み込むという思いから、石側は実顔、

左側は手のひら、全体はハート (b)を 表しています。
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日  程 活動 (行事)予 定 日  程 体験活動予定

5月 22日 (金)

28日 (本)

6月 26日 (金)

7月  6日 (月)

10日 (金)

17日 (金)

25日 (土)

第 1□ 補導委員会代表者会

新任補導委員研修 [～ 29]

補導委員会感謝状贈呈式

青少年の非行・被書防止街頭

キャンペーン

県内一斉夏季補導

第2回 補導委員会代表者会

夏まつり特別補導 [～ 26]

5月 21日 (木)

5月 28日 (木)

6月  4日 (本)

1 l B  (スト)

18日 (本)

25日 (木)

7月  2日 (木)

16日 (本)

苗取り・畑づくり

苗植え付け

浮島沼自然観察

畑の除車

高校見学

畑の除寧

畑の除車 ・自然観察

畑の除車 ・軽スポーツ

青少年健全育成シンポルマーク


